
食物の味並びに偏食に関す る意義についで

(附 学 童調査 の結 果に よる考察 第一報)

1959年10月10日 受付

妻 木 義 夫艱

およそ生物は,外 界か らいろいろの食物 を摂 って生命

を保 ってい る。 しか し食物のみが生命 を保つ のに必要な

のでは ない。気中 の酸素の如 きは食物ではないが,万 人

が好き,嫌 いな しに,出 生 と同時にその恩恵 に浴 してい

る。酸素 についで,吾 々に必要なのは水 である。 これ ら

吾々の生 命に欠 くべ か らざるものが,あ る者には好まれ,

ある者 には嫌わ れ るとい うことがあ ろ うか。 これ ら酸素

や水 は吾々の生 命を保 つた めには,な くてはな らぬ もの

であ り,食 物 もまた同様である。

さで酸素 や水 についての味を語 るところがない。 しか

し都会の不純な空気 と,清 浄な山谷 の空気 とでは,吾 々

が受け る感 じがちが っている。清浄 な空気 には甘味があ

ると,一 般がい う。 この甘味 とは,勿 諭味覚に よるもの

ではな く,呼 吸気道 ことに鼻粘膜,あ るいは嗅覚に よる

のであ り,そ の他に皮膚の感覚な ども手伝 っての観念的

のもので あろ う。 それ と同様に水において も,同 様 のこ

とが いえ よう。晒粉消毒に よる水 道水 よ りも,清 泉 の方

が美味 を感 じようoそ れは水 中に含 まれてい る成分や,

温度感覚,そ の他 精神的 なものが加味 された結果であろ

う。

それ らの味 は,い かにあろ うとも,偏 食の対照 とな ら

ぬ とい うのは,絶 対に摂 取せ ねば な らぬ必要性のあ るも

のであ る,と い うことのみではな く,一 言に し言xぽ,

無味であ り,あ るいは単味であるか らである。す なわち

無味 のものに対 しては,味 覚はなんの刺戟 も受けぬか ら,

その反応 が現われ ないのであ る。換言 すれ ぽ,味 覚 とい

う綜合的 の感覚を 刺戟せねば,好 き,嫉 いは生ず る もの

では ない。従 ってその刺戟 が小であれぽあ るほ ど好 き,

嫌いに対 しての差異は小さいのである。

ここにおいて原始人の生活 を想像す ると,お そ らくす

べ ての ものを生食 していたのであろ う。 また食物の種類

も現 在の ごとく無数ではなか ったろ う。すなわ ち原始人

は,極 め て単味な ものを,動 植 物か らえ らぶた めに おそ

らく現在 吾々が経験す る好 き,嫌 いの程度 のごとき差異
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は なか った であろ う。

しか し摂食 に際 し,一 つ一つ慎 重に考慮 し,少 な く≧

も研究 的態 度であ った ろ う。その うちには有毒の もの,

無 毒の ものな ど,経 験 によって,次 第に食物に対す る知

識 を得 て,焼 くとか煮 るとか,い ろいろな処理法が講彎

られる よ うにな ってか らは,そ れ まであ ま り関心がなか

った好 き嫌いが芽生えたで あろ う。か く世代を重ね ると

ともに,そ れ ら食物の品種改良,ま た調理方法な どが進

歩 し,今 日の如 く,あ らゆる文化が進 んでい ると思われ

る現在におい ても,な おそれ らの研究 がつづけ られ てい

るのをみて も,そ の複雑化が増大す るので あろ う。か か

る結果が,人 間に対す る宿命的な遺伝 とな って,食 物に

対す る好 き,嫌 いが現われ,幾 星 霜か獲 得性遺 伝,あ る

いは遺伝 を くりかえし,く りかえ し過去の単純 な食生活

は,今 日の如き複雑な食生活 に うつ り,そ れに伴 って好

き,嫌 いの差 も極 端 にな ったのであろ う。 要 するに好

き,嫌 いは食生活 の複雑化 とともに,正 比例 してい くも

ので あろ う、将来 吾々人間は,体 質向上には各々の 自覚

を挨たねば,今 後 ます ます好 き,嫌 いの頻度を大な らし

め るものであ ろ う。

人間は食物に対する好き,嫌 いは一一般にあ るものと考

えられ てい るが,お よそ人間 と して一般食物に対 し,・食

し得ぬ とい うことはあ るはず がない。なぜそ んな状態が

現われ るので あろ うか。

吾々が生 を受け るとまず母 乳か らは じま り,次 第 にい

ろいろな食物 に接す るのであるが,乳 児時代,だ れ も母乳

を きらわない。それは未だ精神の発育が不完 全であ り,

味 覚に対する観念 の薄弱 さに よるものである。 しか し離

乳期にお よび,乳 房に対 し習慣 とはい え,ま た思慕 とは

い え,離乳の困難は決 して,上記 のことのみではない。離

乳食に対 しての嫌いが,大 な る原 因であ ると信ず る。長

ず るにお よび,な お乳汁をほ しが るのは,一 面において離

乳食 よ りも,乳 汁のほ うが単味 であるとい う理 由もな り

たつ ので あろ う。 この意味において離乳に際 し乳汁 とあ

ま り変 らぬ ものが偏食の弊 をさけ しめることに なろ う。

さて吾々が有す る好 き,嫌いの生ず る味 とい うものは,

各々が学 び得た もので,生 来偏食 を もたざる ものが,そ

の経験 にも とず いて,好 きともな り,嫌 いと もなるので
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あ る。すなわち この経験 の第一歩が,そ の両者 の観念を

植 えつけ るのである。

味 とは視覚,聴 覚,嗅 覚,温 覚,触 覚な どに味覚 の加

わ った ものである。

1.視 覚

食物 の形態 と色彩に よって好 き,嫌 いが生ず るもので

ある。美 くしく作 られた ものは,美 味 である と否 とにか

かわ らず,食 欲をそそ るものは,ま ず 好 きとい う気持が

湧 くので あろ う。 しか し口に した時,あ るいは食後に視

覚か ら得た感情に反す るときは,次 には敬遠 され るであ

ろ う。いずれに して も視覚は嗅覚,味 覚に先だ って,重

要 な役割 を演ず るものであ る・

2.嗅 覚

食物の刺戟が,鼻 孔か ら直 接に嗅神経 を剌戟す るの と,

他には 口腔内にはい ってか ら,鼻 孔を通 って嗅神経 を刺

戟す るとの二 つの場 合がある。要す るに食物の香に よっ

て,食 欲をそそるもの と,そ そらぬ もの或は敬遠する も

の とがあ り,従 って食欲を そそるものは好 きであ り,後

者 は欲 しが らないか,ま たは嫌 いであ る。 しか しこれ も

視 覚で述べた ような相反す る場合 も生 じよ う。

3,聴 覚

この感覚は視 嗅感覚 よ り刺戟 としては,小 なる もので

あるが,調 理 の時に生ず る食物並に器具の音,ま た は食

物 を 口中に入れた時 に,触 覚 とともに,咬 むこ とに よっ

て生ず る音,ま たは手 によ って発す る食物の音 な どが,

その主 なるものであ る。

4.温 覚及び触覚

口腔 または 口唇,あ るいは手に触 れ る時の感覚で,触

覚 と関連 がある。

5.味 覚

味覚については好 き,嫌 いの生ず る最 大の感 覚であ

り,味 覚 は食物につい ての味を,い わゆるききわけ るも

ので,大 体甘,酸,鹹,苦 の四種 類に分け られ てい る

が,そ の他に も渋味,辛 さ,金 属性 の味な ど異 った味を

分け られ てい る。 しか しそれ らは嗅,触,温 覚 などが混

合 して生ず るのであろ う。

味覚 とは,そ れ ら四種の感覚を知る器官 であ って,食

物 の うまさを知るのではない。いわゆる味 と称す るもの

は,味 覚 に嗅,聴,触,温 覚な どが加わ って生 じた,複

雑な感覚 であ る。

味覚は,視 聴感覚な どの よ うに,特殊 な感覚 でなは く,

体性感覚 の一部である といわれ,味 覚は嗅覚 とともに,

化学感覚 の一種 であ って,そ の感覚が よく発達 した場合

には,体 の一部分に味覚器があ り,こ れに よって特別 の

感覚を与 えるものであ ることを,動 物実験 によ って証 明

されている。た とえば脊椎動物は,味 覚器は 口腔 にある

が,魚 類は 口腔以外に,顔 面や胸ひれ(ホ ウボ ウ)な ど

にも味覚を感ず る部分があ り,昆 虫 類では肢 の附 節に鋭

い味覚 があ り,口 腟以外に触 覚で も味を感 じ,無 脊椎動

物 では,体全体がひろ く味覚を感ず るもの と記載 がある。

吾 々の味覚は,味 蕾すなわち味蕾上 皮の重 層扁平上皮 内

に介在 し,舌 背後部の有郭乳頭お よび葉状乳頭に よるの

であるが,舌 にあ る神経 は,そ の前 方の大部分は舌神経

につ なが り,後 方の神経 は舌 咽神経 につなが り,舌 以外

の味蕾か らの神経は迷走神経 につなが っている。

それ らの味覚神経 は電気生理学的 に,そ の経路を調 べ

た結果,延 髄に入 り交叉 して,反対側 の聞脳 にまで上 り,

その背側の核の中で,も っとも内側 に位 して,そ れか ら

更 に大脳実質へ向かい,大 脳 中心溝 のも っとも下部で後

方 にあ るところが,味 の中枢 であると考 え られ ているQ

瀬戸氏に よると,以 上 が味覚現象 の主をな してい るも

のとされて きたが,な お味蕾は その他喉頭蓋 の喉頭面の

重 層扁平上皮中に も,し ば しば発見 され るが,こ れ らは

退化的存在を示す ものであるとい っている。なお味蕾は

上記以外の軟 口蓋 正中線 の両側 に,ま た舌下面,口 腔基

底.舌 根の上皮,咽 頭の重層 扁平上皮,喉 頭な どに も味

蕾の存在をみるが,そ れ らは量が極 めて少ないか,あ る

いは退化的の存在 であるともい って いる。

味蕾については,詳 細 な研究がすすめ られ てい て,そ

の機能の如何 にかかわ らず,各 味蕾は食物に対 し,強 度

の刺戟反応を示 す もの,ま た軽度の もの,あ るいは無剌

戟 と して反応を示 さぬ ものなどが ある。

以上の ことか ら,偏 食につい て述べ てみ よ う。

偏 食は吾 々 人 間 にあるべ きものではない とい うこと

は,通 念であるが,そ う断定 できぬ場合 もあ る。

食物に対する好 き,嫌 いの生ず る根本は,味 に よるの

であ る。す なわ ち食物に対す る味 とい う観念は,前 述の

ごとく学 習的 のものであ り,一 般には,そ の形態につい

ての観察 お よび 口腔 におけ る諸感覚 ことに舌の感覚,い

わゆる舌 ざわ りが重 きをな し,盲 目者 に とっては.視 覚

をのぞいた他 の諸感覚がそ のお もな るものであ る。

好 き,嫌 いは また精神的の ものであ り,一度味は って,

それが美味 と感 じた ときは,生 涯ほ とん ど好 きで通 るも

のであ る。その他美味 のものを欲す るのは,か っての経

験が根本 とな っての連想 され るものについて求む る,趣

味の問題 とも考xら れ る。 これ と同様に嫌い も成立つの

であ る。すなわ ち乳 児が離乳食を摂取す る場合は,最 初

に接 す る食物は全 く未経験の もので,人 間が有す る(動

物 においても然 り)本 能 と して,好 奇心 と警戒心 とが,

成人 と全 く同L程 度 のものとは考 えられぬが,本 能的に
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自己を保護す る意味においての警戒 心はあるべ きで,な

ほ食物 のみな らず外界のいろいろの刺戟 に対 し,自 巳擁

護 を生れ なが らに,有 す るのであるが,こ とに食物に対

しては,特 にその傾 向がいちLる しい場合が多かろ う。

最 初の食物に対 し,形 態 または舌ざわ りが,自 巳の身

体にあわざ るもの,す なわち警戒すべ き刺戟 として作用

す るものであれぽ,た だちに 口外に吐 き出す ことは,常

々吾 々に観察の機会が多い。た とえぽそれが,無 害の も

のであ って も,自 巳にあわざる剌戟であれぽ,消 化器は

一種 の保護機官であ り,防 禦器官 であるとい う考 えかた

において,当 然起 るべ きことである。 しか し時には誤 っ

た反応 を示す こともあ ろ うが,そ れ も警 戒す る意味 の現

れである。

上述の ことか ら,偏 食 の現われ る原因について詳述 す

る と次 の諸条件 があげ られ る。

肇.先 天性偏 食(体 質的偏食)

食物に対す る好 き,嫌 いの多 くは体質的遺伝関係が深

い。すなわち両顔のいずれ かに,偏 食があ ると,そ の子

供に類を及ぼす ことが多い。 ことに特異体質 として現わ

れ るものがあ り,こ れ らは,或 る種 の食物 につい て,特

異 の反応を 呈す るものであ る。その一例 をあげ ると,幼

時か ら コソブを摂取後,数 時間にて,唾液 腺部の疼痛 と,

は げ しい唾液分泌 を起 し.成 人 とな って も,コ ソブの摂

取 は全 く不可能 とのことであ る。 これは先天性 のもの と

して顕著 の症例 であ り,先 天性偏食 とい}よ う。

2.後 天性偏食(人 為的偏食)

第1に 掲げ しごとき体質的遺伝 のみでな く両親の偏食

が考}xら れ る 過去に両親 が,あ る種 の食物摂取後,罹

患す る場合は,そ の食物を子 供に与 えぬ。或いは食物 の

種類に よっては年令に応 じて与える習慣上,大 人 の食物

はそれが子供に適 してい るものでも,一 種 の杞憂,ま た

は無知識 か ら与 えぬ。

3,い わゆる食 わず嫌 いの両親

両親 のいずれ かが,食 わず嫌いがあ る場合は,そ の子

供に与えない。 あ るいは子 供 自身が何等かの動機で,食

わずぎ らい とい う状態 とな り,こ れ も後天性偏食 となろ

う。

4.ア レ ル ギ ー

ア レル ギーとは 免疫現象に対立す るもの とし,現 今で

は過敏症を示す もの として,一 般に信ぜ られている。

しか しDate.三 田氏は 「ア レルギーとは,人 体 または

動物が一定 の疾患 を経 過 した り,ま たは坑原が一一度 体内

に輸入 され た時 に,生 体が その後,当 該坑原に対 して異

常反応 を呈す るに至 ることをい う。異常反応は免疫 現象

と過敏症に区別 され る」 と定義 している。緒方氏は 「ア

妻木;食 物の味並に偏食に関する意義にっいて

レルギ ーとは,坑 原坑体反応が生体に及ぼす影響の うち

で病的の経 過を示す ものをい う」 と定義 してい る。

以上の ことか ら,ア レル ギーは,後 天的に獲得す る場

合が非常に多 く,そ の多 くは食餌に よるもので あら う。

食餌に よるア レルギ ーは,時 に一時性 のことあ り,ま

たは半永久性 のことあ り,或 いは ある食餌に対 しては必

ずその発現をみ ることもある。

5.摂 食後の異常状態

摂食 した後に,消 化器 ことに胃腸 に対 し異 常な剌戟 を

及 ぼす場 合に,い わゆ る胸 もちがわ るい,或 は腹具合が

わ るい とい う状態 とな った場合。

6.間 食

これには次 の ことが考 えられ る。

a.子 供が欲す るままに間食を させ る。

b。 子供が 日常の食 餌をあま りと らぬ ので,喜 ぶ間食

を もって代用す る。

c.子 供 の心を転換 させるための一方法 として間食 を

すすめ る。

子供 に間食は,な くてはな らぬもだが,そ の与え方 の

誤 りがその例 となる。

7.調 理 法

外観 香 り,舌 ざわ り,温 か さ,つ めた さな ど子保 の

嗜好にあわ ぬ場 合,す なわち調理上の拙劣 さが問題 とな

る。 しか し子供が喜ぶために,目 さきも変えず同 じもの

を持 続す る場合。

8.疾 病

疾病 のため,一 定の食餌を きめ られ,長 くそれが続 く

場合。

9.体 液 の 異 状

これ は厳格にい えば疾病 と して考 えるべ きであ るが,

日常吾 々の体液の性状は,常 に動揺 してい る。吾hの 身

体 を構 成 している細胞には細 胞液 あ り,組 織 としては組

織 液あ り,こ の体液は,血 液,リ ソパ液 な どが主 なもの

であるが,そ の他 にも滑液,粘 液,漿 液 な どがある。

体液の性状 は,吾 々が 日常生活 中いろいろな内的,外

的条件に よって,変 化が現われ る。いわゆ る生理的 と称

す る範 囲内での変化で,こ の変化に対 し平衡を保つ よう,

自ら仂 く作用を有 している。すなわ ち吾 々の身体は,内

部環境 として,体液の水素 イオソ濃度 は,滲透圧 と共に細

胞の生活機能に対 し,重 大な 関係 を もってい る。 この水

素 イナ ソ濃度すなわちPHを 或 る範 囲内に維持す る機構

が体液 の緩衝系で,こ れに よって生 体は,体 内におけ る

酸及びアルカ リが,平 衡状態 を維 持 している,こ れ を酸

塩基平衡 とい う。 この酸塩基平衡 は内的外 的条件 に よっ

て常に変化 しているもので,恒 久的の ものではな く,多

3
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少な りとも酸性に,あ るいはアルカ リ性 に偏 りつつ生理

現象が行われてい る。 とくに酸性 にかたむいた場合をア

チ ドー ジス,ア ルカ リ性 にかたむ いた場合を アル カロー

ジス と,一 般にいわれている。 この変化 についてはPH

の変化 に よって生ず る体液 の動揺を称 うる学者 と,他 は

PHの 変化ではな く,血 液の アル カ リ貯蔵量が正常値以

下 に低下 した ときを,ア チ ドージスといい,正 常以上 の

場合を アルカ ロージスとい うべ きであ るとい う学者 もあ

るが,い ずれ にしても,こ の平衡のかた よ りは必発で,

両方 いずれ にも偏 よらざる中心の線上を歩む ものではな

く,常 に この線を中心 と して,左 右すなわち,酸 性或い

は アルカ リ性 と彷徨 しなが ら,生理現象が行われ ている。

かか る生活現象に対 し,なるべ く正 しい酸塩基平衡を,

保ちつづけ てい くためには,血 液緩衝系,肺 か らのCO2

め排泄,腎 臓か らの酸 またはその化合物の排泄 な どの三

方法に よって行われてい る。その原動力 となるべ きもの

は,い わゆ る三大栄養素をは じめ,ビ タ ミソ,無 機質に

いた るすべ ての ものであ る。

正常な酸塩基平 衡を保つためには,食 餌 に よるので,

体液が酸 またはアル カ リ性 に偏 る場合は,こ れを是正す

るための食餌 が必 要であ り,ま たそれが 自然に行われて

い る。すなわち体 液の偏 りを是正す る とい うことは,一

時的な或 いは半永 久的な,嗜 好の変化 とな って現われて

くるであろ う。そ の偏 りが異状 な場 合は偏食 とな り,も

っと強 度の ときは異味症 とな る。

10季 節 と 環 境

季節に よって,吾hは 摂取す る食物 の種類 または量に

変化が ある。 すな わち食欲が一般 に低下す るのは夏の頃

で,食 欲 のないの に無理に食餌 を していると偏食の原 因

を作 る場 含が多い。そ の他環境に おい ても,同L"室,同

じ食卓,同 じ香,同 じ器 と全 く変化のない環境 は,食 餌

に対す る興味 を失 い結局偏食 の弊を まね く場合が多い。

ことに神経質 の子供においては,そ の傾向が強 い。

以上に列挙 した一つ の条件,ま たはい くつかの条件が

先天性 の偏食者 とな り,あ るいは将来への偏食 者た らし

め るのである と思考す る。

栄養 と健康 につ いて

吾hの 生活現象を正 しく行わ しめ ることは,吾 々に健

康 を与7i..るのであ るが,生 活現象の正 しさは,日 々に成

長,ま たは体力保持のための貯蔵に,あ るいは消耗の補

充に間断な く新陳代謝が行われてい るが,常 に一定度 の

健康度を保つ ことは,む ずか しい。すなわち健康度 とい

うものには,か な りな幅が 自然環境 お よび社 会環境 に応

じて生 じるものであ り,常 々その幅の範 囲内で正 しい生

活現象が行われてい る。すなわち健康度 とい うものは定

め られ た数字を も って現わす ことは不可能 である。あ ら

ゆる環境に おい ても最高の健康度 を一生涯保つ ことは理

想 ではあるが,そ れは到底望 めない。何故な らぽ世界に

おける人種的発育状態の差異をみて も,そ れ を物語 って

いる。人種的差異は遺伝に因る ことも多か ろ うが,そ の

遺伝は なにに よって作 られたか を思 えば 了解すべ きで,

吾 々人類が,理 想的な 自然並 に社会 環境 のもとに生活 し

得たな らば,人 種的差異は生 じないであろ う。

さて吾々が,理 想的な健康を望 むならぽ,理 想的な環

境 も,も ちろん望む ところで あるが,最 も重要なのは,

理想的な栄養摂取であ る。す なわ ち各栄養素 の必要量を

摂取す ることが大切である。 しか し一般に必要量 とされ

ている量が,必 ず しも吾hに 最高度 の健康を保た しめ る

とい うのではない。 なん となれば摂 取 した もの すべて

が消化 され,吸 収 され,利 用 され るとはい えない。従 っ

て必要量は,吾 々に絶対 的なものとは考xら れない。当

然量的 または質的の過不 足が生ず るものであ る。

か く諭ず ると偏食は,栄 養素 の うち のなにかが.必 要

量以下 とな る場合が多いものと認めねばな らない。すな

わち,あ る種の低栄養 として現われ るのであ る。

しか し偏食者は,異 口同音に小範囲の偏食であ るか ら,

他 のものを これに代用せ ぽ可な りとい うのであ る。なん

となれば偏食 して も生 命は保 てるし,ま た健康を も保 っ

てい るとい うのである。 このことは,勿 諭 理諭的に意義

づけ られ るQす なわち各栄養素 の うち,足 らざるを,い

ずれか他の栄養素 が代用 しあ ってい るか ら,あ る程度の

健康度を 保 っているので ある。 た とえば 糖欠乏の場 合

は,蛋 白質 または脂質が転換 して補充す る。 また糖は過

剰の場合は 脂質 に変化 して 蓄積 され る。 ア ミノ酸か ら

は,糖 またはアセ トソ体 にな りうるものだけは脂酸 とな

り,ま た蛋 白質 か らは脂質が形成 され ることが考え られ

ている。 しか し糖 質や脂 質か らは蛋 白に変 化 する こと

は不明の ようだ 。 蛋 白質はその構 成に元 素 として窒 素

を含んでいる点が糖質や脂質な どと異な り,細 胞の個性

の維 持を可能 なら しめ,組 織の構成に対 し最 も基本 的な

立場 にあるので,栄 養上特にその重要性が認め られ てい

るの も,そ うした特殊性 の現われではなかろ うか。 なお

蛋 白質 につ いては,飢 餓の状態 にあ るとき,そ の進 行 と

ともに,体 の成分を分解 して代謝を続け るのであ って,

最初 に,も っとも速かに分解 され るのは糖質であ り,そ

のほ とんどが消費 され る頃には蛋白質 と脂質 が,燃 焼 し

て補 ってい くが,熱 量はお もに体脂質の分解 に より,蛋

白質 はその分解が減 じてい き,死 の数 日前 には,ひ とえ

に蛋 白質 あ分解 によ って熱量の発生をな している。 この

ことか ら考xて も,い かに蛋白質は重要な ものであるか

4
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が覗がわれ る。

以上 のことか ら,各 栄養素 はお亙に代用 しあ うと して

も.そ れは代用に他な らぬので,真 に必要 のものは代用

を許 さない のであ る。すなわち蛋 白質 には,必 須 ア ミノ

酸 あ リ,脂 肪に も同様不飽和脂肪 酸 として必須 のものが

あ って,そ れ らはいずれ も,身 体の要求 を満すに 足るだ

け体 内で作 られないのである。必要 な ものを適当量に摂

取 し,し か も消化利用 し得たな らば吾々は理想的な健康

を保 ち うるのである。

なお附言す ることは,同L"種 類のいろいろな食物 にお

いて,そ の成分が全 く同 じく消化利用 されるであるか否

か は,疑 うべ き余地があ るもの と信ず る。従 って同種類

のものであ っても,ひ ろ く摂取す ることが,理 想 である

ことを特 に強調す る。

以上 の見地か ら好 き,嫌 いは如何な る影響を与 えるか

を,も っとも旺盛 なる成長期にあ る学童を対照 とし,し

か も気温,気 温 の異 る地を えらび,約3200名 につ いて,

なお同地 の中学校,高 等学校生徒を も参考 として,総 数

9800名 につ いて調査 した。

調査地 は北海道(小 樽),東 北(宮 城),東 京,九 州(宮

崎の4地 の各一校つ つ とした。

調査方法 は吾々が作製 した調査表を各校に依頼 し,御

協力を煩は した。 なお食物につ いての好 き,嫌 いをひろ

く,い ろいろな食事 について調べ,そ の主成分をなす も

のを,そ れぞれ の栄養素 として記載 した。

遠隔の地,し か も以上の方法 に よる調査 のため,正 確

を期す ることは望 めないが,.多 小の差異は あって も,そ

の概要を得 られた もの と思考する。

本紙においては,昭 和33年 度の調査 の一部を呈示 し

て,諸 賢の御批判を得たい と願 ってい る。

ま と め

各地域 におけ る各栄養素 の摂取状態

炭水化物:男 子は低学年に比 して,北 海道をのぞき摂

取減少 を示す。

女子 は宮城県を のぞ き減少の傾 向を示す。

脂 ・肪:男 子 は宮城県 をのぞき一般に減少。

女子 は一般に減 少。

蛋 白 質:男 子 はや 乂減少の傾向を示す。

女子 は東京が減 少の傾 向を示すが,他 はほ

とん ど等 しい状態 にある。

嫌いについては,以 上の好きの ものの減 少 に正比例 し

て,一 般に減少の傾 向を示 している。この ことは好 き,

嫌いが接 近する ことで,偏 食が次 第に矯正されつつあ る

傾向を示すのであろ う。か く嫌いの ものの摂取が,た と

え僅 少であ っも,矯 正 され ることは,そ れに よって幼児

時代 に,そ こなわれていた体格を,と りもどす ものと考

えれ ば,嫌 いのものの減少は,好 きの ものを多量 に摂取す

るのに比べ て,遙かに大な る意義を有するものであろ う。

極言すれ ば,学 童の体格の向上は,ひ とえに偏食 をさ

け しめ ることに よって.「成長期の ものは必ず発育すべ き

もの 」と考え られている,今 日の如 き正 常の上 昇カー ブ

を,え がいたのであろ う。 とくに偏食矯正者について,

直 接調査を行い得ぬた め,そ の確証を示す ことは不 可能

であ るが,お そ らく以上 の例中優れた発育を示す もの と

想像 され る。 もし偏食 に偏食をか さねたな らば,体 格の

劣性 さが現われたので あろ う。

この偏食矯正の原因は,年 令を重ね るとともに,自 覚

に よるものか,ま たは 自然,社 会環境な どに よるものか,

はた また近時の給食に よって現れた ものか,お しむ らく

は,過 去に本調査の如き ものを寡 聞に して,そ の報告を

知 らざるために,は た して本調査 の結果が,過 去 の時代

に徴 して,真 な りや否やを比較研究 できざるを遺憾 と し

て今後 の研究に俟つo

附 記

この調査 は今後各地 の学校 に御 協力をいただ き,全 国

的 にお しひろげ て結諭 を得たい と願 ってい るが,こ の第

一報 を報告す るに当 り
,関 係諸校 の諸先生方 の絶大な る

御支援 と御指導に対 し,深 く謝 意 を 表す るもので ある。

なお直接調 査に あた った鈴木f子,小 室美恵子,町 田

菫,森 戸章子 の諸姉の絶え まない協ガに対 し敬意 をは ら

うものである。
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第 一 表 各 県 に お け る 平 均 値(男 子)

劃 男 副 全 国 平 均1北 黼 嚇)障 ゴ匕(嬲 東 京(晶川)【 九一IH(宮崎)

1

2

3

身 長110.7cm

体 重118.8kg

胸 囲}56.3cm
P

身 長

体 重

胸 囲

身 長

体 重

陋 囲

4

5

6

身 長

体 重

胸 囲

身 長

体 重

胸 囲

身 長

体 重

胸 囲

116.0

20.3

58.3

121..0

22.8

60.1

125.8

25,0

62,0

130.1

27.4

63,8

135.0

30.0

66.0

116.5cm

19.8kg

56.6cm

118.4

20.5

57.1

122,7

22,9

58.5

128.6

26,3

61,4

131,4

27.4

62.5

138.0

30,8

64.0

110.8cm

19,lkg

56,lcm

118.0

21,5

58,6

121.7

23.1

59.8

125.5

24.7

.60.3

130.6

27,3

63.2

137.2

30.5

65.1

113,lcm

19,1kg

56.5cm

121,6

20.9

59,1

123.1

23,5

59,9

130.9

26,5

62,2

133,1

27.6

63.5

137.5

31.1

69.4

cm

kg

cm

120.0

22.7

58.4

127.2

25.4

61.2

129,5

26.8

62.9

132.5

28.6

63.6

第2表 各 県 に お け る 平 均 値(女 子)

劃 女 副 全 国 平 均i北 黼(小 釧 東 オ匕(幽 陣 京(晶 川)i九 州(宮崎)

1

2

3

4

5

身 長

体 重

胸 囲

身 長

体 重

胸 囲

身 長

体 重

胸 囲

身 長

体 重

胸 囲

身 長

体 重

胸 囲

6
臼 長

体 重

胸 囲

109.7cm

18.2kg

54.7cm

115.0

20.2

56.5

120.1

22,4

58,3

125.3

24.7

60.2

130.1

27.4

62,5

135,0

31,3

65,8

122,0cm

18.4kg

53.2cm

117.5

2Q,7

54,9

128.3

25.4

58.9

129.9

26,2

57.8

137.6

32,4

63,3

109.2cm

18.2kg

54,2cm

115,8

20,8

56.

121,0

22,7

57,8

125.0

25.2

59,9

127.3

26.6

64.0

132.2

30.3

65.0

112,3cm

19.Okg

55,4cm

117.7

20.8

56,6

121.6

22.9

58.0

128.4

26.4

×0.6

137.8

28.6

62,9

138.8

32,2

65,9

cm

kg

cm

118,6

21.3

56.1

124,9

25.1

..

128.9

29.3

61,1

136,0

31,1

65.0
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第3表 北 海 道(小 樽)
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鈴 木 節 子 調 査

i男 子i1年12年13年14年i5年!6年 1女 子{・ 年12年13年14年{5年16年

撫 蠱
脂

肪

蛋
白
質

好 き嫌
い

普 通

好 き
嫌 い
普 通

76°Ol80°0

12111

129

87

1

12

86

6
8

　
87°076%

6j9

7」15

80

9
11

88

6

6

・,,

8

8

83i7gl75

・螽1・ 馴 殳

91

4

5

79i85
1015
11!iO

l

86%
2
12

桀 好 き

笏a遙

76°0

16

8

75°0

13

12

78脂
4

18肪

好 き177
嫌 い18

普 通115

83

6

11

79°085°oj65°0

13514

81021

72蛋
7白

21質

好 き
嫌 い
普 通

67

10

23

87

4

9

72

3

25

63
18

19

75
10
159°19:li:§

第4表 東 北(宮 城) 小 室 美恵子 調 査

]男 響[・ 年i2年i爾 ・剣5年16至 1女 子{1年12年13年14年s^i° 年

韃i鞣調 酬黼 蜘 撫 蠱陰%摩
物 1 物1

馴翻1い §9°55い1圏男 霧

翻繍1引1調 萼跨

好 き嫌
い

二普 通

85

5

10

77

14

9

89蛋'好 き
6白1嫌 い
5劉 普 通

'
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第5表 東 京(品 川) 森 戸 章 子 調 査
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第6表 九 州(宮 崎) 町 田 菫 調 査
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